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いい、シュリンゲーリ僧院の第 12 代世師であった。本作の他にも、Jīvanmuktiviveka, Pañcadaśī, 
Vivaraṇaprameyasaṃgraha, Sarvadarśanasaṃgraha 等々、少なくとも 14 の著作が彼に帰せられてい
る3。ただし、『シャンカラの世界征服』がこのマーダヴァの手になるものであるという点は、多
くの研究者によって疑問視されており、実際には 18 世紀に成立したと考えられている4。
　翻訳に際しては、Śrīvidyāraṇyaviracitaḥ Śrīmacchaṃkaradigvijayaḥ, Ed. Mahādeva Cimaṇājī Āpaṭe, 
Ānandāśramasaṃskṛtagranthāvali no.22, Pune: Ānandāśrama Press, 1891 を底本とし、底本に含まれる






　・ Śrīśaṅkaradigvijaya, Ed. Baladeva Upādhyāya, Śrī Śravaṇanātha Jñānamandira Granthamālā no.1, 
Haradvāra: Mahanta Mahādevanātha, vi*saṃ*2024.
　・ Śrīvidyāraṇyaviracitaḥ Śrīśaṅkaradigvijayaḥ, Ed. Śivaprasāda Dvivedī, Vidyābhavana Prācyavidyā 


























































































1. 18　その詩のうち、第 1 章には序論が、第 2 章にはシヴァの出現が〔含まれる〕。第 3 章では、
それぞれの神31の降臨が描かれる。
1. 19　第 4 章には、シャンカラの清浄な 8 年目までの行跡が含まれ、第 5 章では、彼に相応しい
安楽のための生活の場の獲得が描かれる32。
1. 20　第 6 章では、長い時間にわたり、伝統によって伝えられてきたかの清浄なアートマンに関
する知識が確立される。





1. 24　第 12 章には、ハスタダートゥリとアーリヤトータカという両者の帰依が、第 13 章には、
ヴァールティカをもって終わるブラフマンに関する知識の普及が含まれている。
1. 25　第 14 章では、パドマパーダの聖地巡礼が描かれ、第 15 章では、シャンカラの世界征服と
いう興味をそそる事柄が語られる。






































































































































































  1 各章末尾のコロフォンに見られる作品名は Saṃkṣepaśaṅkarajaya であるが、本稿においては一般によく
知られた Śaṅkaradigvijaya を用いる。
  2 前田 1980, p.69 を参照。
  3 前田 1980, p.47 以下を参照。
  4 この問題については、澤井 2016, p.76 以下を参照。
  5 本訳注 1.9-10 を参照。
  6 入手できた英訳は、以下の 2 種類である。
 ・ Sankara-dig-vijaya―The Traditional Life of Sri Sankaracharya, Tr. Swami Tapasyananda, Madras: Sri 
Ramakrishna Math（出版年不明）。
 ・Srimad Sankara Digvijayam by Vidyaranya (2vols.), Tr. K. Padmanabhan, Madras, 1985（出版社不明）。
 その他にも、Bader 2000 によれば、第 1 章に関しては、Paul Deussen によるドイツ語訳（Allgemeine 
Geschichte der Philosophie I 3. pp.181-189. Leipzig: F. A Brockhaus, 1908. 筆者未見）がある。
  7 ヴィディヤーティールタ（Vidyātīrtha）は、シュリンゲーリ僧院の第 10 代世師であった人物であり、本
書の著者とされるヴィディヤーラニヤ（Vidyāraṇya）の師にあたる。この人物の名前はヴィディヤーラ
ニヤの他の著作にも見られる。例えば、Jīvanmuktiviveka の冒頭では、次のように述べられている。yasya 
niḥśvasitaṃ vedā yo vedebhyo ’khilaṃ jagat/ nirmame tam ahaṃ vande vidyātīrthamaheśvaram//Jīvanmuktiviveka 
1（Ed. Mahāprabhulālagosvāmin, Kāśī Saṃskṛta Granthamālā no.39, Vārāṇasī: Caukhambhā Saṃskṛta Saṃsthāna, 
1984.）
  8 Acyuta の Advaitarājyalakṣmī などは、この“Prācīna-Śaṅkarajaya”という語は Anantānandagiri（13 世紀頃）
の作品を指すと考える（ただし、現行版本では、Śaṅkaravijaya となっている。例えば、以下の刊本を参
照。Śaṅkara-Vijaya, Ed. Jayanārāyaṇa Tarkapañcānana, Bibliotheca Indica nos.46, 137 and 138, Calcutta: Asiatic 
Society of Bengal.）。しかし、実際には、Śaṅkaradigvijaya は Vyāsācala の Śaṅkaravijaya、Tirumala-Dīkṣita
の Śaṅkarābhyudaya、Rājacūḍāmaṇi-Dīkṣita の Śaṅkarābhyudaya、Rāmabhadra-Dīkṣita の Patañjalicarita、
シャンカラの世界征服（堀田）
－ 37 －
Anantānandagiri の Śaṅkaravijaya といった先行する様々な作品の詩節を集め、それらを巧みに組み合わせ
て構成されている。Bader 2000 は、他の作品に比べて Anantānandagiri の Śaṅkaravijaya の詩節の数が少な
い点を踏まえて、最も多く借用された Vyāsācala の Śaṅkaravijaya を指すと考える方が妥当であるという
見方や、先行するシャンカラの伝記をまとめて“Essential Śaṅkara-vijayaˮ を作ったという見方を提示し
ている。これらの点については、Bader 2000, p.53 以下を参照。 Śaṅkaradigvijaya が借用した詩節の出典
については、Bader 2000, Appendix C に詳しい。また、Appendix B では“Prācīna-Śaṅkarajaya”という語
が失われた作品を指すと考える先行研究についても詳細に検討している。














 20 望みの物をもたらす力を持った木（如意樹）の 1 種。神々の世界には、マンダーラ（Mandāra）、パーリ
ジャータ（Pārijāta）、サンターナ（Santāna）、カルパヴリクシャ（Kalpavṛkṣa）、ハリチャンダナ（Haricandana）
という 5 つの如意樹があるとされる。これについては、Mani 1975 の Kalpavṛkṣa の項目等を参照。
 21 甘露を光線とするもの（＝月）の一部を飾りとする者（pīyūṣadyutikhaṇḍamaṇḍana）











本来の意味は「努力の場」）を、いわゆる四住期説で言うところの第 4 段階、すなわち遊行期（parivrājaka, 
bhikṣu 等）と解する。ただし、シャンカラの生涯の場合は、『マヌ法典』のような段階説ではなく、
















 44 4 人の弟子というのは、スレーシュヴァラ（Sureśvara）、パドマパーダ（Padmapāda）、ハスターマラカ
（Hastāmaraka）、トータカ（Toṭaka）の 4 人を指す。







 52 3 つの部門とは、1.51-54 で述べられるように最初の行為に関する部門、中間の念想に関する部門とヨー


























 73 ヒンドゥー教の世界観では、地底界には 7 つの層があり、ナーガなどが住むとされる。ラサータラ










ジュラにより翼を切られたという神話にもとづく。この神話については、上村 2003, pp.51-52 等を参照。
 79 大地の守護者（vasudhādhipa）
 80 大地の主（dharādhīśa）
 81 インドの月種に属する王朝の有名な王。1000 年の後、プール（Pūru）に王位を譲って森へ行って暮らし、
死後に天界を獲得したが、ある時、神々の集会にいるインドラやその他の神々、王たちを侮辱したこと
により、バランスを崩して地上へと落ちた。Mani 1975 の Yayāti の項目等を参照。
 82 雲の轟き（ghaṇaghoṣa）
 83 鶏冠のあるもの（śikhāvala）
 84 Śivaprasāda Dvivedī のヒンディー語注 pp.29-30 に記されているように、インドの古典においては、願い
を叶える如意宝と呼ばれる宝石や、蛇毒を鎮めるマントラなどが見られ、死者を蘇生する薬草に関して
も『ラーマーヤナ』6.74.33 に見られる。『ラーマーヤナ』の記述によれば、カイラーサ山中に薬草の山





























紀頃）のことと考えられる。この点については、Jaini 1979, p.2, n.3 を参照。
104 スカンダ（skanda）
105 獣の中の王（mṛgendra）
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